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中小企業の成長と地域経済

藤 江 俊 彦

1環 境変化に対応する中小企業

ご紹介頂きました藤江俊彦でございます。今 日お話 しさせて頂 く 「中小企業の成

長 と地域経済」は、かな り大きなテーマですが、話の内容 としては、中小企業が21

世紀にどんな風に生き残るかについて焦点を絞 りたい と思います。 ここでい う"生

き残れる"と い うのは、単なるサバイバルではなく、"勝 ち残 り"で あ り、主役に

なるとい うものです。

従来の固定観念か らか、中小企業を扱 う報告書などは、いつ も日本企業の9割 以

上を占める中小企業が危ないとい う話 しばか りです。 しか し、実際に統計などを調

べてみます と、中小企業の付加価値のシェアな どは安定的に推移 してお り、しっか

りした基盤をつくっていると言えます。長期の不況期にも、基本的にはあま り変化

していないのです。む しろ、大企業の方が衰退 していく傾向が見られます。もちろ

ん、淘汰 されている企業は多いですが、新 しく参入する企業も多く、特に製造業を

見ます と、ベンチャ._._企業の参入が目立ち、製造業の付加価値のシェア額は変化 し

ていないのが事実です。

これは一体なぜかといいます と、中小企業 とい うのは、いっも危ない、厳 しいと

言われなが らも、生活にかかわっていますので、環境変化に迅速に対応できるわけ

です。大企業よりもはるかに高い環境適応力を持っていることがだんだん分かって

きました。小 さな町工場がどう生きてい くのか、常に心配 されてきましたが、中小

企業の知恵 と力によ り、PCや 半導体など新 しい製品や ビジネスが生き抜いている

のです。

む しろ、大企業の方が様子見です。ベンチャー、ベ ンチャー と言いなが ら、実は

会社の中で経営管理者は自分の立場があ り、あま り新 しい動きをしません。対応が
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遅いのです。中小企業がチャレンジ して、調子に乗ってきた時に大企業が動 くわけ

です。従いま して、事態の変化にスピーデ ィーに、迅速に対応 しているのは中小企

業だとい うことを、まず 申し上げたい と思います。

環境変化に適用 しなければな らない中小企業にとって、現在の客観的な状況 とし

ては踊 り場にあ ります。先行きどうなるか分か りません。"踊 り場景気"と はそ う

い う意味です。 しか し、構造改革 とい う名のもとで景気の問題を論ずれば、構造改

革は供給者の改革ではなく、む しろ需要者の改革でなければならない、それに従っ

て供給者 も改革 しなければならない時代 とい うことです。

また、現在の 日本経済は、特に債務状態が厳 しい時代です。 これは、次世代に債

務を強要 していることにな ります。 しかし、このよ うな時代を切 り開き、10年 間で

債務 を完全にクリアー し、 日本の若者にも人気がある国があ ります。それがイタリ

アです。イタリアは1990年 代、先進国では財政危機の筆頭でした。我々のイメージ

の中でもそのイメージが定着 し、イタ リアは衰退するのでは、 と懸念 されました。

しか し、そのイタリが2000年 にはすべての赤字をクリアー し、 しかも21世 紀には一

番人気のある国になりま した。確かにイタリアは食べ物が美味 しいし、す ぐれたク

ラフ トがあります。ブラン ド品があるのです。

これか らの21世 紀の時代は、20世 紀時代の頭を切 り替えなければなりません。20

世紀時代の発想を切 りかえた企業が勝ち組になっているのです。それでは一体何が

変ったので しょうか。

我々が小学校以来ずっと学んできたのは、近代合理主義 と言われ、科学的な技術

は一番合理的なものと学んできました。そこでは学問もどん どん細分化 しましたが、

タテ割 りの弊害が出は じめ、そ うなるとヨコの関係、横断的な繋が りが分か らなく

な ります。

2ポ ス トモダン化と 「地域」の重み

ところで、21世 紀は脱近代合理主義の時代 として捉えることができますが、それ

は20世 紀時代の全てを否定 して成立 しているわけではありません。っま り、従来あ

るものに新 しい意味を付与 し、組み合わせを変えて新 しい価値 を創ることが脱近代

合理主義、ポス トモダニズムと言われるものです。

例えば、埼玉県に川越 とい う街があ ります。古い蔵のある家が並んでいる街です。

しか し、古い町の意味を変えて新 しくすることにより、今は小江戸の町と言われ る
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ほど人気のある街、週末にはバスに乗 り切れないほどの人出で賑わ う街に生まれ変

わ りま した。実は街だけではなく、我々のビジネスもその意味を見直 さなければな

らない時代が到来 しているのです。

従来からあるものに新 しく意味を付与する。 ソフ ト、知識化にシフ トする。工業

化の時代には、生産や産業化が最先端の時代だったのですが、新 しいこの時代はい

わゆるソフ トや知識化にシフ トするのです。ソフ トや知識に価値が置かれ るのです。

これについて一番分か りやすいのが、不動産です。昔は不動産 さえ所有すれば、固

定資産 としてそれを担保に銀行が融資をしてくれました。それで、さらに不動産を

買い増 した時代がありました。

しかし、今はどうですか。貸借対照表に示 された資産の市場価格は半分以下に減

り、減価償却 も終わって経費の計上 もできない反面、固定資産税の増加などで大変

です。逆に、今は隠れた資産 と言われた無形資産の価値が脚光を浴びています。 目

に見えないのれん、ブラン ド、顧客、人的資源などに価値があると言われます。い

まや見えない価値を会計でも評価 し、バランスシー トに載せ ようとしています。 こ

ういった貸借対照表に従来載 らないものが評価 される時代 とな りました。

例えばブラン ドがあ ります。 どんな小さいお店でもブラン ドをもっています。不

動産だけに価値があるのではなく、これ らの目に見えない資産に価値があ ります。

そ うい う時代が本当に来ていることを認識 しなければならなりません。ポス トモダ

ニズムとい うのは、先に話 したように知識や意味づけ、新 しい考えなどによって価

値が付加 され創造 され るのです。 この意味合いが変わる点、これがポス トモダンで

す。

さて、そこで重要 となるもう1つ のキーワー ドが地域です。特に、中小企業には

地域 が重要 です。 中小企 業金融公社 の調べに よ ります と、 日本の 中小企業 の

43.9%、 約44%の 市場は地域です。特に、九州、北海道はこの比率が高 く、6割 か

ら7割 くらいにもなっています。地域循環型の経済です。 ここで地域 とい うのは、

経営学でのいわゆる経営環境を指すものです。特に事業 ドメイ ンを決 める時に、地

域そのものが事業 ドメインで定義 した環境の一部です。ポス トモダニズムの時代 と

い うのは、国の枠やボーダーがだんだん薄 くなっていきます。19世 紀や20世 紀の時

代は、近代の国民国家が形成 されその枠組みが中心で した。 しかし、21世 紀にな り

ます と、国家や政治の枠が弱 くなっていきます。その根拠 としてEUが あ ります。

それは国家の枠を超 えての存在になっていることが分かります。そ して、経済 とい

うものがユーロ圏 として一体になっているのです。
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国家の枠 が小 さくな り、代 わ りに地域 とい うものが注 目され るよ うにな ります。

例 えば、都市 と都 市、地域 と地域 との関係が重要性 を増 してきて、他方 国 と国の関

係 は相対 的に縮小 も しくは希薄 とな ります。 しか し、この地域 が 目立てば 目立っほ

ど、中小企業の役割 が期待 され るのです。っま り、地域の時代 にな ります と、中小

企業に とっては有利 な経営環境が生まれ ることにな ります。

一方
、グ ローバル化 も進展 してお ります。個人的 には外務省 の仕事 で、 旧ロシア

関連 の国々を訪 問 しま したが、今 はイ ンターネ ッ トでそれ らの国々の人達 といつで

もコ ミュニケーシ ョンができます。 国境の概念 がだんだんな くなってきた ことを実

感 してい ます。

一方 ではglobal
、 他 方 で はloca1が 進 展 してお り、2つ を ま とめてglocalと も言 い ま

す 。 っ ま り、地域 が 大 き な役割 を果たす時代 になっている とい うことです。

3価 値創造へのビジネスデザイン

地域 は、英語 では コミュニテ ィ といいますが、イ タ リア語で はコムーネ といいま

す。先 ほ ど触れ ま した よ うに、1990年 に財 政赤 字 で苦 しん でい た イ タ リアが、なぜ

10年 後 に甦 っ た の か。 これ に は2つ の キー ワー ドが あ りま す。 第1は 、 大 規模 な公

共投 資 を削減 した こ と、第2は 、 民 間(地 域)の 活 力 を大 い に活 用 した こ とです。

北部イ タ リアは、先進 的な場所 で工業が栄 えた地帯です。 これ に対 して、南イ タ

リアは農 業地帯で貧 しい地方です。そ こに新 しく第3の イ タ リア が現れ ま した。 そ

れ が 北東イ タ リアです。新 しいイタ リアでコムーネ(地 域 を重視 す る コ ミュニ テ ィ)

が形成 され 、そ こ に 中小 企 業 が集 ま り、活発 に動 き出 し、 コ ミュニテ ィ ・ビジネス

を発展 させ ま した。

それ が、僅か10年 後 に 国家財 政 の 大 幅赤 字 を ク リアーす るほ どのパ ワー になった

のです。つ ま り、大規模公 共投資 を削減 し、民間(地 域)の 活 力 を再生 した 、 この

2つ の理 由が 主 た る もの です 。 しか も事業の形態 が、株式会社、有 限会社 、協 同組

合、NPOな ど多様 化 しま した。 っ ま り、地域市民による新 しいニーズを掘 り起 こし、

新 しい時代 をっ く りま した。そ こに新 しい価値 が生まれ たわけです。実際に行 って

みます と、そ こは最先端 の街で はあ りませ ん。イ タ リアには、 クラフ トの伝統 があ

ります。 それ を活か して、最先端 の地域 をつ くったのです。

さて、価値 の創 造は顧客が評価す るもので、供給側 が勝 手に評価す るもので はあ

りません。 もちろん、価格ではあ りませ ん。新 しい製品造 りには限界があ ります。
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新 しい製品造 りとい うのは、今 までの もの との組み合 わせを考 えるとい う意味です。

ビジネ ス とい うのは、製 品 と製 品、製品 とサー ビス、あるいは、製品 と情報 、製

品 とサー ビスそ して情報を組み合 わせた ことに より、価値が生まれ るのです。製 品

自体には価値 があ りませ ん。他 の もの との関係で価値 が生まれ ます。その ことを忘

れてはな らないのです。

それ か ら、市場開拓 とい う言葉 を よく使 います。例 えば、マーケテ ィングで は需

要の開拓 、需要の掘 り起 こ しと言 います。 しか し、市場 は我々が決 めるものではな

いのです。我 々が現在の課題(ニ ー ズ)を 解 決 す る場 と して 、 市場 が あ るのであっ

て、最初 か ら何かの市場が存在 しているわけではあ りません。市場は創 るものです。

そ して、個 々の市場 におけ るニーズが一番 読みやすいのが、地域 とい うこ とにな り

ます。

顧客の集合 を市場 とい うかも しれませ んが、今は顧客がわがままです。車のカ ロー

ラの例 を とってみて も、 日本 国中の どこにも同 じカ ロー ラはただの一台 と走ってい

ませ ん。 クルマのカラーか らハン ドルか らひ とつひ とつ違 うのです。全 く同 じカロ._..,.

ラ は あ りえ ない の です 。 大 量生 産 されたのではな く、オプシ ョンを加 えなが ら、組

み合 わせ に よって異 なるものができてい るのです。 ま さにオン リー ワンの時代 とい

うことが言 えます。

4生 活文脈でのイノベーシ ョン

次 に、生活文脈でのイ ノベーシ ョン とい うこ とを考 えな けれ ばな りませ ん。 これ

は価値 とい うものは どの よ うな ものなのか、 とい うことです。昔 は、品質 ÷価 格が

価値で した。 しか し、20世 紀末 に は、(品 質+サ ー ビス)÷ 価 格 が価 値 とな りま した。

そ して、21世 紀 に入れ ば それ で も駄 目です 。21世 紀 は そん な 単純 な もの で価値 が形

成 できるものではないのです。生活文脈 の中で、価値 があった りなか った りす る。

ですか ら、価値 の生 まれ る場す なわ ち 「価値場」 では じめて価値 となるのです。

「価値場」づ くりとい うのが、21世 紀 に求 め られ て い ます。

そ れ で は 、 「価 値場」 とは一体何 で しょ うか。例 えば、ルイ ヴィ トンのバ ッグを

持ってい る人が、中央アジアのタクラマカン砂漠の中にいても価値 はないわけです。

ルイ ヴィ トンのバ ッグは、その価値 をわかっている人が集ま る横浜や東京 な どの都

会で価値 があるのです。ル イ ヴィ トンのバ ッグか どうかわか らない人の間では、何

の価値 もないのです。
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私は東北方面の講演で、岩手県の盛岡で乗 り換え、八戸へ出かけたものです。い

まは直通新幹線があ りますが、以前はなかったのです。冬期です と乗 り換えの電車

を待っている間、寒いにもかかわらず、残念なが らお弁当かサン ドイッチ しか売っ

ていないのです。寒いので温かいものが食べたいのが人情で、麺類の汁物が食べた

いのです。たったの7分 という生活文脈の中で、乗 り換えの時に駅の中に温かい立

ち喰いそばがあれば、美味しいとい う価値が出ます。いくら駅の外に有名な和食店

があっても行 く時間がない、これが生活文脈の中での価値であ ります。

生活者や顧客の日常生活の動的な文脈の中で、ぴった り合った時に価値が生まれ

ます。いつも価値があるわけではないのです。従って、これからは全ての製品にっ

いて、生活文脈の中で価値を創 らなければなりません。これが生活文脈の中でのイ

ノベーションなのです。

さて、価値創造に向けての正 しい ビジネスにおいては、まさに今 申しあげている

ことがビジネスのデザインであ ります。地域のお客 さんが探 しているものを模索 し

て、対話 しなが ら一緒に創ってい くのです。私はここでビジネスモデル とい う言葉

を使いません。モデルは特定企業の特定の事業モデルだけのことだからです。モデ

ルではなくデザインといいます。デザインは方向性、ベク トルが見えるのです。 ビ

ジョンのあるビジネスを提案する。それがビジネスのデザインなのです。

いま 日本の未来にとって最も大事な課題は、少子高齢化の中で次世代の育成 とい

うことです。次世代育成の 「技術」 と 「志」を、社会全体が取 り組む仕組みを用意

する必要があります。今年の4月 から 「次世代育成支援対策推進法」が施行 されま

す。 これは、従業員300名 以上の企業は人、人材育成に関する行動計画 を作らなけ

ればならないとい うものです。企業は人材を使 うだけではなく、社会のために人材

育成に貢献 しなければならないとい う趣 旨で作 られたものです。実際に地元企業は、

地元の人材により発展するはずです。その感謝の気持を、次世代に間違いなく伝え

なければな りません。

特に、この湘南地域には、特殊技能を持つ中小企業が多いはずです。例えば、あ

る特殊技術を持つ人がいれば、その世代に終わ らせてはならないのです。それを次

の世代に伝えなければな りません。 「技術」 と 「志」を次の若い世代にどう伝える

かが、ポス トモダニズムにおいて新 しい意味づけをつ くり上げていくことになるの

です。
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5コ ミュニテ ィ ・ビジネスの コンセプ ト

このような状況の中で、地域社会貢献 とい う背景で新 しい ビジネスが数多く形成

されています。それは株式会社、有限会社ではなくても結構です。個人企業、NPO、

協同組合、また、いま商法改正で検討 されている有限責任組合な どの組織形態、何

でもいいでしょう。NPOと いえば、 日本では非営利団体で、金儲 けをしてはならな

い と見 られています。 しか し、営利だろ うが非営利だろうが、それ らはどちらでも

いいことです。それ よりも地域社会にどのくらい貢献するかが重要です。

コミュニテ ィ ・ビジネスとい う言葉があ ります。 コミュニテ ィ ・ビジネスとい う

のは、市民が地域社会の問題を解決するために主体になって行な うものです。形は

営利だうが、非営利だろ うが構いません。ただ、地域課題解決 とい うのが、最大の

狙いです。21世 紀には地域社会をべ一スに した、このような地域社会の問題を解決

す るためのイタ リアのコムーネに育つクラフ トのようなビジネスが増加 しています。

現在 自分の会社が、このような商店をやっている、このよ うな工場をやっている

とい う場合、 どうすればいいか。業態を変え、コンセプ トをコミュニティ ・ビジネ

スに切 り替えて しま う発想 もあるのです。後継ぎが居ないとすれば、地域の市民企

業にして しま う方法 もあるのです。 自分達が持っている株を地域の住民に配って、

地域のためのビジネスをやることを提案するのです。それが21世 の新 しい地域社会

における中小企業のひとつの生き方です。地域問題解決型のビジネスでなければな

らない し、ビジネスデザインを変える。そして、収益を上げるために努力 しなけれ

ばならないことは当然のことです。

コミュニティ ・ビジネスの大事なところは、今地域が抱えている問題を発見 し、

解決 してい くことです。二番 目は、ベンチャー精神 を強 く持つことです。そ して、

三番 目は、地域住民が参加 し、地域の住民達が主体 として行な うことです。それか

ら、地域のビジネス関係者に経済的インセンテ ィブを与えることも大事です。こう

すると、会社が甦ってきます。今までとは違った会社にな ります。ですから、コミュ

ニティ ・ビジネスとい う事業 コンセプ トは、中小企業再生の一つのキーワー ドにな

ると、私は思います。

次に、コミュニテ ィ ・ビジネスは新 しい領域で脚光を浴び、その事業で収益を上

げ、次の事業に投資をしなければな りません。 ヒ ト、モノ、カネなど地域社会の資

源を有効に使い、事業を継続 しなければならないわけです。このようにして、コミュ

ニティ ・ビジネスは新 しい時代において注 目を浴びています。 コミュニティ ・ビジ
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ネスは、あくまでも地域社会にどのくらい貢献するかが使命、 ミッションです。そ

して、一方では事業で得た収益を事業の継続のために再投資 しなければならないの

です。

6成 長の主役となる中小企業

2年 後の 日本は、団塊の世代の人が大量に定年退職する時代 を迎えます。それ と

同時に、かな り多 くの中小企業は、この世代の経営者が多 く、この10年 間で彼等が

第一線か ら引退することにな り、廃業などで数がだんだん減少すると思います。 コ

ンセプ トを転換 しなければ、後を継 ぐ人がいなければ整理す るしかありません。 こ

の時代に どうすればいいので しょうか。

中小企業は株式会社だけではなく、NPO、 共同組合、LLC(有 限責任共同組合)

な ど新 しい形態に再編 し、地域のニーズ、コミュニティの課題に対応 したビジネス

が求められている時代です。地域経済を活性化するのは、大企業ではな く、中小企

業です。一番安易な方法は大企業を誘致することですが、結果は大企業の撤退によ

る大量の退職 と失業を生み出すことになりかねません。これに代わる考え方は、小

さな企業やベンチャーを育成 し、お互いが補完 し合 うことが望ましいのです。 この

ような発想の転換 をすることが、今一番求められていることだと思っています。

中小企業憲章 とい うものがあ ります。 ヨーロッパは常に失業に悩まされてきま し

た。その中で欧州連合をつくり、今やユーロが ドルを超えるほどカを持つようになっ

てきました。 旧ソ連の各国が加入すればEU加 盟国は35ヶ 国 とな り、ユー一ロは ドル

圏を超える大きな経済圏になっていきます。そのヨーロッパは小企業憲章を持って

お ります。

そこで、 日本は中小企業憲章をつ くることを検討すべきと思います。21世 紀の主

役は中小企業とい うことを、国がはっきり謳った方がいい と考えます。そ して、そ

れぞれの地域では条例をつ くり、憲章を実現するためにサポー トすることが必要で

す。これからの地域経済は、このよ うなビジネスの集合体や協力関係が活性化する

ことによって、一層発展するものと期待 されるか らです。

時間にな りま したので、ここで終了いたします。 ご静聴有難 うございました。
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